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｢細胞の物理学：プローブ顕微鏡による細胞の物性計測｣
細胞は、弾性と粘性の性質をあわせもつ粘弾性体である。細胞の粘弾性（レオロジー）は、

細胞運動、細胞増殖、細胞分化等の様々な細胞機能に応じて変動し、その細胞レオロジーの

変動もまた細胞機能を制御すると考えられている。このような細胞機能と細胞物性とのフィ

ードバックメカニズムを理解することが、生命の最小単位である細胞個体を理解する突破口

になると期待される。一方で、細胞物性の計測法は発展途上にある。本講演では、原子間力

顕微鏡（atomic force microscopy: AFM[1-3] やイオンコンダクタンス顕微鏡（scanning ion 

conductance micrsocpy: SICM）[4,5] を用いた細胞物性計測の現状について報告したい。

特に、単一細胞のレオロジーとその細胞個性・揺らぎの結果を中心に紹介する予定である。
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